
　本書は，筆者がこれまでブラジルを中心にその周辺諸国で撮り貯め
た3万点にわたる写真から選りすぐったアルバムである。アルバムの整
理に当たっては，「南アメリカの自然と生活」としてストーリーを考え，
それに沿って写真の選定と配列を行った。各々の写真について，画像
から直接読み取れる事象やその背後に潜む事情を説明することに努め
た。取り上げた地域は，南アメリカ全体，その中のブラジル，またそ
の中のアマゾン地方（アマゾニア）というスケールを異にした3地域で
ある。
　取り上げた事項は地域情報全般であるが，自然地理的要素に関す
ることの比重がやや大きい。自然地理などというと「専門用語ばかり
多くてとっつきにくい」と敬遠されがちであるが，あえてそうしたのは，
この地域の人々の生活や産業に自然が密接に結びついていること，

この地域の自然についてまとまった形で紹介してい
るものが少ないこと，また，このような写真主体の
形式なら，自然地理の面白さがいささかでもわかっ
てもらえるのではないかという期待があったからで
ある。そのために，必要に応じて模式図や地図を
挿入して，理解の助けとなるようにした。
　南アメリカにはイグアスの滝やマチュピチュの遺跡などの観光地もあ
るが，それに劣らず魅力的なアンデス6000m級の山々，世界最大の
パンタナール湿原，ブラジル高原に広がるサバナ大平原などの多彩で
雄大な自然がある。さらに歴史が刻みこまれた多くの世界文化遺産も
ちりばめられている。本書によって，実際に行ってみたいという気持ち
を抱かれたなら嬉しいかぎりである。　　　　　　　　　松本  栄次
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もくじ推薦のことば

発刊にあたって

40年にわたる実地踏破，
　　見事なカラー写真にて結実 ！

筑波大学名誉教授　山本 正三

　南アメリカとブラジルに関心のある方々に，ぜひ
読んでいただきたい。著者は，40年間の長期にわ

たって実地踏破し観察した南アメリカ，特にブラジルの諸地域の実態を
見事なカラー写真に記録した。本書では，自然と人々の生きざまや，営み，
産業事情，環境，開発状況などの地域の多様なすがたを，どのような
意味をもつかの解説とともに景観写真に映し出している。南アメリカと
ブラジル，アマゾンの今日の様子と実態が，見る人に強烈な感興をよ
ぶに違いない。特筆に値する好著である。

南米の自然と暮らし，
　　今， 鮮やかに甦る ！

獨協大学学長　犬井　正

　1970年代初頭にブラジルに足を踏み入れて以来，
40年間にわたって，松本栄次氏が現地を歩きなが

ら撮りためてきた３万点の写真をベースにして，本書は刊行された。氏は，
車とカメラをこよなく愛して，何不自由ないポルトガル語を駆使しながら，
「あるく・みる・きく」を実践し，この『地理写真書』を作り上げた。
GPSデータが添えられている本書の写真を目にした人は，きっと，現
地に出向いて自身の目にも焼き付けたいと思うに違いない。

めまぐるしく変化し，経済発展
を遂げる南アメリカ。40年の
実地調査を経て，自然環境と
産業，人々の生活の変遷に，カ
ラー写真・図表を駆使し，詳細
な解説でせまる。

前筑波大学教授

p.94 p.93

Ⅱ－3  バイオエタノール先進国ブラジル
石油危機が事の始まり / サトウキビ栽培地・生産量の飛躍的増加 / エタノール車の歴史 /
エタノールの生産 / 世界一のエタノール輸出国 / 国家アルコール計画の功罪

内容見本
ブラジルの

バイオエタノールの
歴史的変遷と最新動向リオデジャネイロ p.95 p.96

◀内容見本▶ p.90～99 

▲エタノール車の普及状況

◀エタノール専業工場での
サトウキビ加工と
エタノール貯蔵

　第1次石油危機直後から
国家アルコール計画を開始
し，サトウキビから自動車
燃料としてエタノールを製
造し，エタノール車普及に
努めてきたバイオエタノー
ル先進国ブラジル。
　2003年にガソリンでもエ
タノールでも動くフレックス
車を開発し，登録自動車の
95％を占めている。
　現地で得た情報に加え，
インターネットユーザー数
では世界の十指に入るブラ
ジルの豊富なデジタル情報
を取り込んで，地域のすが
たをリアルに伝える。

▶エタノール工場
▼サトウキビ畑での火入れ・刈り
取り・工場への運搬

フィールドワークに基づき，日本の農業を小農複合経営という視点から
分析した論文集。日本の小規模農業がいかにして成立し，変化し，持続
してきたのかを明らかにする。編著者 3人による座談会「小農複合経営
の現代的意義」を巻末に収録。

Ⅰ　総論
　1.最近おける農業・農村地域の変化に関する研究の一視点
Ⅱ　遠隔地・高冷地
　2.阿武隈高原南部における小農複合経営の展開
　3.九重山北麓飯田高原における土地利用と集落の発展
　4.長野県菅平高原における集落の発展の一類型
Ⅲ　首都圏（伝統農業）
　5.茨城県出島村下大津における自立型農業経営の地域的性格
　6.茨城県波崎町松下地区の土地利用と生活形態
　7.茨城県岩井市における首都圏外縁農村の変貌
Ⅳ　首都圏（園芸・施設農業）
　8.茨城県筑西市協和地域における小玉スイカ産地の維持要因
　9.九十九里平野における養液栽培の導入による施設園芸の維持形態
Ⅴ　地方都市近郊
　10.常陸太田市における郊外農村の存立基盤
　11.水戸市における近郊農村の地域性　－中河内地区を事例として－
Ⅵ　首都近郊
　12.東京大都市圏における近郊酪農の複合経営化とその成立基盤の持続性
　13.東京都小平市におけるルーラリティの再編と近郊農業の持続性
　14.東京都練馬区西大泉地区における都市農業の多機能性システム
座談会「小農複合経営の現代的意義」

二宮書店 同時発売 単行本

写真は語る
南アメリカ・ブラジル・
            アマゾンの魅力

ブラジルが世界一の
エタノール輸出国となる
までの歴史的変遷，
最新事情，今後の課題

に迫る。

多彩なカラー写真，充実の資料
写真は語る 南アメリカ・ブラジル・アマゾンの魅力   

写 真
図 版
表
グラフ
合 計

485点
98点
9点

45点
637点

掲載写真の
撮影地点

1971年より40年の実地調査での3万点におよぶ写
真から選りすぐった色鮮やかな地理写真，さらに最新
統計を駆使した資料で南米大陸の現況を詳述した。

◀掲載した写真に入れた撮影位置情
報（緯度・経度・撮影方向）を
GoogleEarthやGeoSetterなど
のソフトにGPS情報として入力する
と，撮影地点を追うことができる。

※ 全写真のGPSデータ付きサムネイ
ル画像ファイルは二宮書店のホーム
ページからダウンロードできます。
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霧の砂漠の海岸から，氷河に覆われた高山まで，
高度とともに変わるペルーアンデスの自然。
適度な雨と常春の気候，なだらかな地形に恵ま
れた熱帯高山の３０００mに多く住む住民の生活が
みてとれる。

Ⅰ－8  高山地域， 高度で変わる自然環境
乾いた気候の中部アンデス　p.60, 61

熱帯の自然は，日本のような温帯とは別世界である。
土壌や動植物ばかりでなく，地形まで異なっている。
ボルンハルト（ドーム状の岩山）・ハーフオレンジ（厚い
風化土層でできた円頂丘）・花崗岩にできたカルスト
地形など，地形のユニークさが写真を通して実感で
きる。

Ⅰ－5  広大な湿潤熱帯
湿潤熱帯の地形　p.36, 37

ブラジルの産業史は，ブラジルボク，砂糖，黄金，
コーヒー，天然ゴムというように，一つの産業が
爆発的に発展して好景気（ブーム）を呼び，それが
急速に衰退（バースト）することのくり返しであった。
産業史を通じて，大国ブラジルの成り立ちが見え
てくる。

Ⅱ－4  ブームとバーストの産業史
黄金サイクル　p.104, 105

ブラジルは困難な経済状況に直面していた間も，
カラジャス鉄山開発，深海油田開発，自動車燃料
のバイオエタノール生産などのプロジェクトを果敢
に進めてきた。さらにもう一つ特筆すべきものに，
セラード開発による大豆の生産がある。

Ⅱ－5  現在のもう一つのブーム  大豆栽培
熱帯産大豆普及への努力　p.110, 111

毎年の増水期に水に浸かるが肥沃な土壌と豊かな森
林がある氾濫原（ヴァルゼア）。住民にとって最も利
用価値の高い土地であるが，水陸両域の生物にとっ
ても貴重な自然である。自然地理の視点から整理さ
れたアマゾニアの自然の神秘が興味をそそる。

Ⅲ－4  豊かな生態空間，ヴァルゼア地域
水域・陸域生態系の交差点　p.156, 157

Ⅲ－6  アマゾニア森林の破壊

アマゾン横断道路は，人口過密なブラジル北東部の土
地無し農民をアマゾニアに導いて，農業開発にあたらせ
る目的で建設されたが，この入植計画は成功しなかっ
た。実際の踏破なしには得られない情報と写真が，この
上ない臨場感を醸し出す。

コラム  アマゾン横断道路（トランスアマゾニカ）

  p.180, 181
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7 穏やかな気候の温帯
8 高山地域， 高度で
　　変わる自然環境

　   Ⅱ  内容構成 

1 ブラジルのイメージ
2 ダイジェスト版

ブラジル地理
3 バイオエタノール

先進国ブラジル
4 ブームとバーストの

産業史
5 現在のもう一つの

ブーム  大豆栽培
6 水資源でも大国
7 ブラジルの個性的な

都市

　  Ⅲ  内容構成 

1 広大な緑のアマゾニア
2 多彩な水の世界
3 天然ゴムブームの

遺跡をたずねて
4 豊かな生態空間，

ヴァルゼア地域
5 貧栄養のテラフィルメ

地域
6 アマゾニア森林の破壊

6000m級の山々や砂漠，
大湿原，大平原などの多彩で
雄大な自然をもつ南アメリカ。
自然の特徴と地下資源開発
や農牧林業などの営み

を解説する。

 コーヒーとサッカーだけの
国ではないのに， あまりにも
知られていないブラジル。
基本的地域情報と最新テーマ
から， 注目度上昇中の
ブラジルに迫る。

世界最大の熱帯林が
広がる緑のアマゾニア。
濁った川， 黒い川， 澄んだ川
ー河水が示す流域の生態系,
さらに，森林消失の現状と

保全を考える。
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